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特

論

本
能
寺
の
変
と
松
倉
・
魚
津
城

一
は
じ
め
に

天
正
十
年
六
月
の
織
田
軍
と
松
倉
・
魚
津
城
に
拠
る
上
杉
軍
と
の
戦
い
に
つ
い
て
は
、

残
さ
れ
た
両
軍
の
史
料
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
あ
る
程
度
の
実
態
が
判
明
し
て
い
る
。
た
だ

し
、
松
倉
城
に
言
及
し
た
史
料
は
極
め
て
限
定
さ
れ
、
ま
た
魚
津
城
陥
落
直
後
、
織
田
諸

将
が
本
国
へ
撤
退
に
移
る
ま
で
の
動
向
な
ど
、
不
明
な
点
も
残
さ
れ
て
い
た
。

そ
う
し
た
な
か
、
藤
田
達
生
氏
が
著
書
『
天
下
統
一
』
（
平
成
二
十
六
年
四
月
刊
）
の
中
で
柴
田

勝
家
が
魚
津
城
か
ら
越
前
へ
撤
退
後
に
書
い
た
新
出
の
書
状
川
を
紹
介
さ
れ
、
本
能
寺
の

変
前
後
の
松
倉
・
魚
津
城
と
織
田
軍
の
動
向
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
柴

田
勝
家
書
状
を
中
心
に
当
時
の
両
城
の
状
況
や
織
田
軍
の
動
向
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て
み

た
い
。

一
一
松
倉
城
か
ら
の
上
杉
軍
撤
退

書
状
は
二
点
あ
り
、

A
は
六
月
十
日
付
で
丹
羽
長
秀
家
臣
の
粟
屋
五
郎
左
衛
門
尉
に
宛

て
た
も
の
、

B
は
後
欠
だ
が
、
内
容
か
ら
六
月
十
二
日
以
降
に
同
じ
粟
屋
五
郎
左
衛
門
尉

に
宛
て
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
ま
ず
前
者
か
ら
見
て
み
る
。

（

魚

津

）

（

左

々

成

政

〉

（A
）
悉
属
存
分
候
処
、
此
儀
付
而
、
彼
面
仕
置
共
堅
固
ニ
申
付
口
、
佐
内
蔵
者
越
中
、

（

前

田

利

家

）

｛

丹

波

長

秀

）

前
又
左
能
州
、
我
等
者
昨
日
九
日
、
至
越
前
北
庄
帰
陳
候
、
惟
五
郎
左
大
坂
在
番
儀

（
若
狭
）

候
条
、
各
被
示
合
、
其
国
憧
御
抱
此
時
候
、
隣
国
儀
候
問
、
御
用
儀
不
可
有
疎
意
候
、

（
中
略
）
六
月
十
日
勝
家
（
花
押
）

粟
屋
五
郎
左
衛
門
尉
殿

御
宿
所

こ
れ
は
魚
津
城
陥
落
後
、
本
能
寺
の
変
報
を
聞
い
た
勝
家
が
、
魚
津
方
面
の
仕
置
を
堅

く
命
じ
た
こ
と
、
佐
々
成
政
は
越
中
に
残
り
、
前
田
利
家
は
能
登
へ
、
勝
家
自
身
は
九
日

に
越
前
北
庄
に
帰
陣
し
た
こ
と
を
述
べ
る
。
ま
た
「
惟
五
郎
左
大
坂
在
番
儀
候
条
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
変
の
当
時
、
丹
羽
長
秀
は
（
織
田
信
澄
と
共
に
）
大
坂
に
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
問
、
今
は
長
秀
の
領
国
で
あ
る
若
狭
を
粟
屋
が
他
の
家
臣
ら
と
連
携
を
取
っ
て
確
保
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
伝
え
て
い
る
。
粟
屋
氏
は
こ
の
時
点
で
若
狭
に
い
た
と
み
ら
れ
る
。

次
に
後
者
の
書
状
を
掲
げ
る
（
但
し
、
全
体
が
長
文
の
た
め
、
越
中
関
係
の
部
分
に
限
定
）
。

（B
）一、

（
上
杉
景
勝
）

自
是
雄
申
猶
令
啓
候
、
越
後
表
之
儀
、
長
尾
喜
平
次
為
後
巻
近
々
与
取
出
、
在

陣
中
ニ
松
倉
を
乗
取
候
、
其
夜
喜
平
次
敗
北
候
条
、
小
津
城
去
三
日
卯
明
味
崩
、

城
中
不
洩
一
人
茂
二
千
余
討
果
、
其
内
大
将
之
首
共
進
上
候
、
其
刻
く
ろ
べ
を

指
過
、
堺
城
及
行
之
処
、
五
日
夜
退
散
候
、
其
よ
り
切
所
f
L
1
を
拘
城
共
何
茂

北
破
候
処
、
六
日
此
一
義
注
進
候
問
、
前
又
左
・
佐
内
蔵
令
相
談
越
中
仕
置
仕
、

佐
内
蔵
ハ
彼
国
相
踏
、
又
左
ハ
能
州
、
拙
者
至
北
庄
ニ
九
日
ニ
帰
陣
候
、
十
日

方
々
惇
候
を
相
調
、
則
存
分
共
申
越
事
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こ
こ
で
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、
冒
頭
の
松
倉
城
に
言
及
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

「
長
尾
喜
平
次
為
後
巻
近
々
与
取
出
、
在
陣
中
ニ
」
と
あ
る
の
は
上
杉
景
勝
が
魚
津
城
救

援
の
た
め
、
同
城
の
北
東
に
あ
る
片
貝
川
右
岸
の
天
神
山
城
に
陣
取
っ
た
こ
と
を
指
す
。

続
い
て
勝
家
は
景
勝
が
在
陣
中
に
「
松
倉
を
乗
取
候
」
、
す
な
わ
ち
攻
め
取
っ
た
と
し
て

い
る
。しか
し
、

た
い
。

事
実
は
少
し
違
う
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
で
次
の
前
田
利
家
書
状
を
見
て
お
き

（
魚
津
城
）

（C
）
態
以
飛
脚
令
申
候
、
仰
昨
日
廿
六
松
倉
明
退
、
同
夜
子
刻
喜
平
次
退
散
候
、
当
城
者

未
相
踏
候
、
乍
去
城
内
尚
以
つ
ま
り
申
候
、
近
日
可
為
落
居
候
、
弥
無
相
替
儀
候
之

問
、
可
御
心
安
候
、
猶
自
是
可
令
申
候
、
恐
々
謹
言又左利

家
（
花
押
）

五
月
廿
七
日



五♀
郎日
兵雪
衛ぎ

尉
御殿
宿
所
(3) 

こ
れ
は
魚
津
在
陣
中
の
利
家
が
、
国
許
・
能
登
七
尾
の
兄
安
勝
（
五
郎
兵
衛
）
に
宛
て
た

戦
況
報
告
で
あ
る
が
、
冒
頭
に
「
伺
昨
日
廿
六
松
倉
明
退
、
同
夜
子
刻
喜
平
次
退
散
候
」

と
記
し
、
上
杉
勢
が
五
月
二
十
六
日
に
松
倉
城
か
ら
撤
退
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

「
明
退
」
と
あ
る
の
は
、
上
杉
勢
が
自
ら
城
を
出
て
、
撤
退
し
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、

B
史
料
で
勝
家
が
「
松
倉
を
乗
取
候
」
、
す
な
わ
ち
攻
め
取
っ
た
よ
う
に
記
す
の
は
、
対

外
的
に
誇
張
し
た
表
現
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
頃
、
魚
津
・
松
倉
城
の
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
実
は
、
包
囲
下
に
あ
る
魚
津

城
の
方
は
、
二
の
丸
が
五
月
六
日
の
時
点
で
織
田
方
に
奪
わ
れ
て
お
り
、
「
本
城
」
（
本
丸
）

だ
け
に
な
っ
た
裸
城
の
状
態
で
あ
り
、
極
め
て
切
迫
し
た
情
勢
だ
っ
た
凶
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
松
倉
城
の
方
は
織
田
軍
と
の
戦
闘
を
一
不
す
一
次
史
料
が
ほ
と
ん

ど
残
さ
れ
て
い
な
い
。
史
料
の
残
存
状
況
だ
け
で
判
断
す
る
こ
と
は
危
険
だ
が
、
当
時
の

主
戦
場
は
魚
津
城
周
辺
で
あ
り
、
松
倉
城
周
辺
で
は
両
軍
と
も
積
極
的
に
動
か
ず
、
小
競

り
合
い
程
度
で
対
時
の
ま
ま
持
久
戦
を
図
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
句
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
景
勝
の
許
に
織
田
軍
が
越
後
へ
進
攻
し
た
と
の
報
せ
が
届
い
た
。

春
日
山
城
を
脅
か
す
事
態
に
直
面
し
た
景
勝
は
、
直
ち
に
主
力
の
越
後
帰
障
を
決
断
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
見
捨
て
ら
れ
た
形
の
魚
津
城
が
最
悪
の
事
態
を
迎
え
る
こ
と
は
不
可

避
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
、
松
倉
城
の
城
兵
だ
け
は
魚
津
の
二
の
舞
い
に
な
る
こ
と
を
避
け

る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
景
勝
は
ま
ず
二
十
六
日
、
松
倉
か
ら
城
兵
を
山
越
え
に
天

神
山
ま
で
撤
退
さ
せ
、
本
隊
に
合
流
さ
せ
た
の
ち
、
同
日
深
夜
に
越
後
へ
と
引
き
揚
げ
た

と
み
ら
れ
る
。
『
越
後
治
乱
記
』
（
『
越
佐
史
料
』
所
収
）
も
こ
の
間
の
経
緯
を
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。

（D
）
信
州
海
津
の
城
主
森
勝
蔵
、
越
後
へ
乱
入
、
さ
か
い
の
田
切
を
押
破
り
、
三
本
木
・

関
の
山
・
片
貝
・
野
尻
・
藤
巻
辺
迄
十
四
ヶ
村
放
火
し
て
、
其
日
の
中
に
引
退
く
と

注
進
す
、
新
発
田
龍
城
し
て
居
た
る
さ
い
心
元
な
き
に
、
又
、
御
留
守
へ
敵
の
入
け

る
よ
し
告
来
れ
は
、
御
供
の
上
下
弥
胸
を
ひ
や
し
け
る
、
去
ハ
御
帰
陣
有
へ
し
、
乍

去
魚
津
・
松
倉
の
者
共
を
引
取
て
こ
そ
と
有
け
れ
共
、
魚
津
の
城
ハ
十
重
廿
重
に
取

巻
れ
て
堅
固
に
か
こ
み
け
れ
は
、
打
ち
ら
し
て
引
取
へ
き
様
も
な
し
、
松
倉
斗
も
助

よ
と
て
、
使
者
を
立
、
其
地
を
明
て
当
陣
へ
参
候
へ
き
由
仰
被
遣
た
り
け
り
、
此
松

倉
の
城
は
、
川
田
豊
前
守
死
去
の
後
、
番
手
に
て
勤
た
り
し
か
、
其
時
の
在
番
黒
金

上
野
介
・
須
田
相
模
守
・
岩
井
備
中
守
・
菅
名
但
馬
守
・
楠
川
和
泉
・
上
野
九
兵
衛

な
り
、
各
仰
に
任
せ
、
松
倉
の
城
明
て
御
陣
へ
そ
参
け
る
、
魚
津
の
者
共
不
便
成
共
、

信
州
口
お
ほ
つ
か
な
し
と
て
、
五
月
廿
七
日
に
天
神
山
を
引
払
へ
、
越
後
へ
帰
陣
せ

ら
れ
た
り

後
世
の
史
料
で
は
あ
る
が
、
魚
津
が
極
め
て
厳
重
な
包
囲
下
に
あ
っ
て
救
出
が
困
難
で

あ
っ
た
こ
と
、
松
倉
の
城
兵
だ
け
で
も
助
け
よ
う
と
使
者
を
送
り
、
城
を
捨
て
天
神
山
の

陣
ま
で
撤
退
さ
せ
た
様
子
が
知
ら
れ
、
興
味
深
い
。
前
掲
の

C
史
料
は
ほ
ぼ
こ
の
記
述
を

裏
付
け
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
城
兵
の
退
去
を
知
っ
た
織
田
軍
は
直
後
に
空
城
と
な
っ
た
松
倉
城
へ
入
り
、

同
城
を
手
に
入
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
や
は
り
後
世
の
史
料
で
は
あ
る
が
、
加
賀
藩
土
富

田
景
周
の
『
越
登
賀
三
州
士
山
』
に
は
、
松
倉
城
を
奪
っ
た
状
況
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
お

り
、
参
考
ま
で
に
掲
げ
た
い
。
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（E
）
松
倉
の
守
兵
城
上
に
蛙
槍
を
羅
列
し
、
守
禦
の
形
勢
を
伴
り
な
し
て
、
夜
越
後
へ

走
る
。
織
田
方
の
諸
将
之
を
知
ら
ず
、
妄
に
近
づ
か
ず
と
云
ふ
。
我
が
公
は
然
ら
ず

と
し
、
単
騎
に
て
城
下
に
到
っ
て
見
量
ら
ひ
玉
ふ
に
、
果
し
て
空
城
也
。
因
っ
て
一

箭
の
費
な
く
し
て
斯
の
城
を
得
た
り
。

単
騎
で
城
下
に
乗
り
込
む
な
ど
、
い
か
に
も
前
田
利
家
の
智
将
・
勇
将
ぶ
り
が
際
立
つ

話
だ
が
、
真
偽
の
ほ
ど
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
城
兵
が
撤
退
を
悟
ら
れ
ぬ
よ
う
、
旗
や

槍
を
城
内
に
並
べ
立
て
た
と
し
て
い
る
点
は
、
古
典
的
な
常
道
と
は
言
え
、
事
実
で
あ
っ

た
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
対
峠
・
監
視
状
況
の
な
か
、
山
陰
か
ら
山
間
を
縫

う
よ
う
に
密
か
に
城
兵
を
天
神
山
ま
で
撤
退
さ
せ
る
こ
と
は
大
き
な
危
険
が
伴
っ
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。
ル

l
ト
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
一
つ
の
推
測
と
し
て
は
、
松
倉
城
裏
（
東
側
）

の
谷
筋
か
ら
坪
野
城
・
大
菅
沼
・
島
尻
を
経
て
片
員
川
を
渡
り
、
右
岸
沿
い
に
天
神
山
に

入
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

と
も
か
く
、
こ
こ
ま
で
の
検
討
か
ら
、
勝
家
が
「
松
倉
を
乗
取
候
」
と
述
べ
て
い
る
の

は
、
い
さ
さ
か
対
外
的
に
誇
張
し
た
表
現
だ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
松
倉
城
に
つ
い



て
は
、
従
来
、

C
史
料
に
よ
り
上
杉
勢
の
撤
退
の
み
が
知
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
今
回

の
勝
家
書
状
（
B
史
料
）
に
よ
っ
て
織
田
方
が
直
後
に

一
部
の
軍
勢
を
入
れ
て
松
倉
城
を
確

保
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
な
お
、
城
兵
の
撤
退
後
、
同
夜
景
勝
が
天
神
山
か
ら

引
き
揚
げ
た
こ
と
は
、
勝
家
が
「
其
夜
喜
平
次
敗
北
候
」
と
述
べ
て
い
る
と
お
り
で
あ
り
、

C
史
料
の
前
田
利
家
書
状
の
内
容
と
も
合
致
す
る
。

てつ成三 三 不
、い政千日洩 B
やて書人のーの
はも状余卯人勝 三
り 「 （6）をの茂家
一 大に討刻二書魚
人将「ち牢千状津
も分イ乃果前余に城
残十一たっ←討よの
さ三昨し肖果れ陥
ず人日たど、ば落
討、 三 とJ」其
ち其日い間内援
果外卯う忠大軍
た城刻 0 r;将を
し中小突広之断
たニ津入手 首 た
と龍城の小共れ
し候へ日只進た

あ 首状る工 しで百ど果のでのはた て者乗時同上魚
る がに点 ノ、次存、人うた こ城「城？い 一 入 y 明候津
。落よで雪にりこ程かし本れ兵二兵足る人」占史」城
こ 城れあ 主主注での度はてオ~ま の千のし。もといじとは
れ後 ばる百目あ点の疑 二 だで数余人、 不あてにな
ら に十。共さろは数問千け記に 」 数成 残るは主つ去

主 露天：~七三文雪 Z 会円主三 tZ喜 ~~~iξ 百
人上 での候ヌ 的たるも郭史ててさ状 果合月了す卯
2」あ数」 ω にと。龍を料はいなに 申致五合な刻
せさりはと悶 誇みせっ残が、るいは 候し自主わ乗
特れ、、記 張らいですな 一 。が討 」 、付哩ち崩2た彼成し勝 しれぜいのい次陥 、ち と城のり、、
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上杉景勝が本陣を置いた天神山（手前は片貝川）写真20

同
年
四
月
十
三
日
付
の
景
勝
書
状
と
二
十
三
日
付
の
守
将
ら
の
連
署
状

mか
ら
、
中
条
景

泰
・
竹
俣
慶
綱
・
吉
江
信
景

・
同
宗
闇
・
寺
嶋
長
資
・
琴
沼
泰
重

・
藤
丸
勝
俊
・
亀
田
長

乗
・
若
林
家
吉

・
石
口
広
宗
・
安
部
政
吉
・
三
本
寺
景
長

・
長
与
次
で
あ
っ
た
こ
と
が
判

明
す
る
。

首
の
献
上
は
、
今
回
初
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
点
で
あ
る
。
守
将
の
首
の
献
上
は
敵
城

攻
略
の
証
で
あ
り
、
勝
家
は
最
大
の
任
務
で
あ
っ
た
魚
津
城
攻
略
を
果
た
し
た
証
と
し
て
、

上
方
の
主
君
信
長
の
許
へ
最
優
先
で
送
っ
た
に
違
い
な
い
問
。
だ
が
、
上
方
は
ま
も
な
く

一
大
混
乱
の
渦
の
中
に
巻
き
込
ま
れ
、
使
者
が
信
長
に
見
え
る
こ
と
は
叶
わ
ず
、
無
論
、

首
の
行
方
に
つ
い
て
も

一
切
不
明
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
勝
家
・
成
政
共
に
魚
津
城
の
攻
略
時
に
城
兵
を

一
人
残
ら
ず
討
ち
果
た
し

た
と
述
べ
て
い
る
が
、
事
実
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
後
世
、
地
元
の
伝
承
な
ど
も
含
め
書
き

記
し
た
『
越
中
四
郡
古
城
跡
略
記
』
削
に
よ
る
と
、
攻
防
戦
は
最
終
的
に
「
扱
い
」
（
和
談
）

が
成
立
し
、
上
杉
方
が
本
丸
を
明
け
渡
し
て
退
去
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

同
史
料
に
は
、
こ
の
時
の
明
け
渡
し
の
模
様
を
「
地
侍
之
分
者
本
丸
橋
よ
り
出
シ
、
越

（角）

後
勢
ハ
明
ル
日
大
手
ら
門
川
ノ
方
へ
出
シ
、
跡
先
ら
取
つ
』
ミ
、
不
残
討
申
由
」
と
記
し
、

城
内
に
い
た
将
兵
の
内
、
地
侍
（
越
中
の
侍
達
）
は
一
日
早
く
退
城
し
、
越
後
の
者
達
だ
け

が
翌
日
退
城
し
た
と
こ
ろ
を
織
田
方
が
包
囲
し
て

一
人
残
ら
ず
討
ち
取
っ
た
と
伝
え
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
成
政
書
状
に
次
郎
右
衛
門
が
人
質
と
し
て
城
内
に
入
り
、
切
腹
し
た
こ

と
を
記
し
て
い
る
の
で
、
恐
ら
く
事
実
で
あ
ろ
う
。
そ
の
背
景
に
は
、
信
長
に
よ
る
城
兵

討
滅
の
強
い
指
示
が
あ
っ
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
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四
越
後
国
境
へ
の
進
撃

今
回
の
勝
家
（
B
）
書
状
の
中
で
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
魚
津
城
陥
落
直
後
の
織
田
軍

の
動
き
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
本
能
寺
の
変
報
が
届
い
た
と
こ
ろ
で
、
柴
田

・
前
田
ら

が
急
ぎ
国
許
へ
戻
っ
た
こ
と
以
外
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
同
書
状
に
よ
れ
ば
、
陥
落

後
「
其
刻
く
ろ
べ
を
指
過
、
堺
城
及
行
之
処
、
五
日
夜
退
散
候
」
と
あ
っ
て
、
北
の
黒
部

川
を
越
え
、

「堺
城
」
ま
で
兵
を
進
め
た
と
こ
ろ
、
五
日
の
夜
、
守
る
上
杉
勢
が
城
を
捨

て
撤
退
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

「堺
城
」
（
境
城
、
別
名
宮
崎
城
。
現
朝
日
町
）
と
は
越
中
東
端
の
山
城
で
、
越
後
国
境
の

要
衝
と
し
て
知
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
柴
田
ら
の
織
田
軍
は
魚
津
城
攻
略
後
、
聞
を

置
く
こ
と
な
く
越
後
国
境
に
向
け
進
撃
を
開
始
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
時
間
的
に
見
て
、



魚
津
城
を
落
と
し
た
翌
日
の
四
日
か
翌
々
日
の
五
日
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
少

し
前
ま
で
天
神
山
城
に
一
部
の
上
杉
勢
が
残
留
し
、
陣
取
っ
て
い
た
可
能
性
を
示
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
織
田
軍
は
景
勝
の
撤
退
（
五
月
二
十
六
日
夜
）
を
追
撃
で
き
な
か
っ
た
と

み
ら
れ
る
。

し
か
し
、
六
月
四
日
か
五
日
に
織
田
軍
が
堺
城
へ
向
け
進
撃
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
天

神
山
城
に
残
留
し
て
い
た
上
杉
勢
が
す
で
に
退
去
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
と

は
言
え
、
さ
す
が
に
国
境
の
堺
城
に
は
ま
だ
上
杉
勢
の
一
部
が
城
を
守
っ
て
い
た
。

だ
が
、

そ
れ
も
織
田
勢
の
勢
い
を
見
て
、
五
日
夜
中
に
越
後
へ
退
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
は

「
其
よ
り
切
所

f
l
を
拘
城
共
何
茂
北
破
候
処
、
六
日
比
一
義
注
進
候
間
」
と
あ
っ
て
、

要
害
と
な
る
上
杉
方
の
城
は
ど
れ
も
守
兵
が
逃
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ

の
時
点
で
織
田
軍
は
越
後
に
突
入
寸
前
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
が
、
翌
六
日
に
な
っ

て
、
つ
い
に
本
能
寺
の
変
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

報
せ
を
聞
い
た
勝
家
は
直
ち
に
本
国
越
前
へ
引
き
揚
げ
た
。
北
庄
城
に
着
い
た
の
は
九

日
で
あ
っ
た
と
い
う
。
引
き
揚
げ
前
に
前
田
・
佐
々
と
の
善
後
策
の
協
議
が
行
わ
れ
、
越

中
の
仕
置
は
成
政
に
任
せ
て
利
家
は
能

登
、
勝
家
は
越
前
へ
帰
陣
す
る
こ
と
に

な
っ
た
と
い
う
。

写真21

五
お
わ
り
に

以
上
、
新
出
の
柴
田
勝
家
書
状
を
中

心
に
越
中
松
倉
・
魚
津
城
を
め
ぐ
る
本

能
寺
の
変
前
後
の
状
況
を
見
て
き
た
。

今
回
の
新
出
史
料
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ

た
最
大
の
点
は
、
織
田
軍
が
魚
津
城
を

攻
略
後
、
そ
こ
で
留
ま
る
こ
と
な
く
越

中
東
端
の
堺
城
へ
進
撃
し
、
五
日
夜
に

は
そ
こ
を
奪
っ
て
越
後
国
境
に
達
し
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
さ
に
織
田
軍
は
越

後
突
入
寸
前
だ
っ
た
わ
け
だ
が
、
本
能

寺
の
変
と
い
う
大
事
件
に
よ
り
、
後
を

任
さ
れ
た
佐
々
成
政
は
ま
も
な
く
魚
津

城
攻
撃
以
前
の
状
況
に
引
き
戻
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

末
尾
な
が
ら
、
今
回
の
勝
家
書
状
に
関
し
、

謝
意
を
表
し
た
い
。

懇
切
に
紹
介
い
た
だ
い
た
藤
田
達
生
氏
に

、平ム

山
宮
下
玄
覇
氏
所
蔵
。
平
成
二
十
四
年
に
織
田
信
長
展
実
行
委
員
会
が
発
行
し
た
岐
阜

市
歴
史
博
物
館
展
覧
会
図
録
『
織
田
信
長
と
美
濃
・
尾
張
』
に
写
真
掲
載
。

ω
藤
井
譲
治
編

『
織
豊
期
主
要
人
物
居
所
集
成
』
。

間
前
田
育
徳
会
所
蔵
『
富
山
県
史
』
史
料
編
E
、
四

O
号。

凶
五
月
九
日
付
前
田
利
家
書
状
に
「
伯
当
城
二
丸
去
六
日
乗
崩
、
本
城
計
罷
成
候
」
（
前

田
育
徳
会
所
蔵

『富
山
県
史
』
史
料
編
E
、
三
九
号
）
と
あ
る
。

同
高
岡
徹
「
松
倉
城
」
（
『
魚
津
戦
国
紀
行
｜
城
と
文
書
が
語
る
魚
津
の
戦
国
史
｜
』

魚
津
市
教
育
委
員
会
）
参
照
。

刷
佐
野
氏
旧
蔵
『
富
山
県
史
』
史
料
編
E
、
四
一
号
。

m
前
者
は
反
町
英
作
氏
所
蔵
『
上
越
市
史
』
別
編
二
、

二
三
四
八
号
。
後
者
は
山
形
大

学
付
属
図
書
館
所
蔵
『
上
越
市
史
』
別
編
二
、
二
三
五
九
号
。

間
織
田
の
部
将
が
敵
城
攻
略
後
、
城
主
の
首
を
信
長
に
「
進
上
」
す
る
例
は
よ
く
あ
っ

た
。
た
と
え
ば
、

天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
秀
吉
が
播
磨
上
月
城
を
攻
略
し
た
際
や、

同
八
年
播
磨
三
木
城
を
攻
略
し
た
際
、
ま
た
同
十
年
織
田
信
忠
が
武
田
方
の
信
濃
高

遠
城
を
攻
略
し
た
際
な
ど
、
い
ず
れ
も
城
主
の
首
が
信
長
の
許
に
進
上
さ
れ
て
い
る

（
『
信
長
公
記
』
）。

間
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
所
蔵
。
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